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成果の公表状況（技術基準・マニュアル等、特許、論文） 

 
※ 技術基準・マニュアル等については、公表予定のものも含む。 
※※（ ）に、審査論文を内数として示す。 

注）論文名等の詳細については、7 月中に HP に公開予定です。 

論文※※ 

重点技術開発項目 技術基準・
ﾏﾆｭｱﾙ等※ 

特許 
（内出願中）

国内 海外 

1 大気汚染･騒音・振動の発生源･沿道環境
対策技術 5 1 

(1) 
35 
(7) 

0 

2 自然環境の保全・修復技術 4 0 
13 
(1) 

1 
(1) 

3 情報提供と運転補助により事故防止を図
る走行支援道路システム(AHS)の開発 8 198 

(165) 138 116 

4 地域性を考慮した地震動の評価及び次世
代耐震設計技術 6 1 

(1) 
37 

(19) 
11 

(10) 

5 岩盤・斜面崩壊のリスクマネジメント技
術 6 1 

(1) 
42 
(2) 

4 
(1) 

6 車両の大型化に対応した橋梁・舗装技術
及びトンネルの断面拡大技術 3 0 

8 
(2) 

0 

7 都市間・都市内輸送の連携を強化した物
流システムの開発 1 0 

9 
(1) 

2 

8 交通需要マネジメント(TDM)施策の具体
化技術 4 0 

35 
(3) 

2 

9 未利用エネルギーの活用等による環境に
優しい雪寒対策技術 4 0 

20 
(7) 

2 

10 
舗装・橋梁の長寿命化とライフサイクル
コスト(LCC)を最小化するためのマネジ
メント技術 

5 0 
17 
(2) 

2(1) 

11 地域特性を生かした効率的な道路計画･
設計技術 8 0 

15 
(3) 

0 

12 地域の連携と交流を促進する新交通軸形
成技術 7 0 

41 
(20) 

4 
(2) 

13 道路政策を評価するシステムの開発 7 0 
18 
(4) 

0 

合計 10 201 
(168)

428 
(71) 

144 
(15) 
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